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時間に住む、あるいは廃墟の詩学
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Habiter le temps, ou la poé8que des ruines

UTCP新中期教育プログラム｢イメージ研究の再構築｣第3回講演会

時間と建築との関係とはどのようなものだろうか。透明性、新たな地平への開け、植物の再生、時間の推移の凝視といった、いくつ
かの特徴的なことがらを廃墟の中に見出すことができる。あるいは、どのようにして「時間に住む」のだろうか、という問いを立て
ることもできよう。「廃墟の詩学」なるものが西洋においてはディドロやヴォルネーを経て、ポストモダンの廃墟［への関心］にま
で到達したものであるとして、では「住むことの詩学」のうちのこうした光があてられていない［廃墟に関する］側面は日本におい
てはどのように考えられているのであろうか。この発表では、「住むこと」の忘れられた面ないし隠された様相の全容を示してみた
い。それにあたってわれわれが参照することになるのは、文学、絵画、詩歌、建築、さらにはより根本的な次元においては、哲学で
ある。

 M. ラディック

Quels  sont  les rapports  entre  le  temps  et  l’architecture ? Certaines valeurs  spécifiques  se dégagent  à  l’intérieur  des 
ruines  :  la  transparence,  l’ouverture de nouveaux horizons, la  régénéra8on de la  flore, la contempla8on du passage  du 
temps.  Ou :  comment «  habiter  le  temps  » ? Si la «  poé8que des ruines  »  a traversé l’Occident de  Diderot à  Volney 
jusqu’aux ruines de la post‐modernité, qu’en est‐il  de  ce  versant noir  de  la «  poé8que de  l’habiter  »  au Japon ? Nous 
voudrions  montrer  ici  tout  un  pan  oublié — une face  cachée —  de «  l’habiter  »  qui  nous  renverra  à  la  fois vers  la 
libérature, la peinture, la poésie, l’architecture et, plus fondamentalement, vers la philosophie. 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